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要旨 

 

「売り手と買い手」や「投稿者と閲覧者」といった異なる 2 種類のユーザー・グループ

が存在するインターネットプラットフォームビジネスにおいて、ユーザー間の活発な行動を

促すためにはユーザーに対するインセンティブが必要である。特にコミュニティサイトにお

いては、投稿の量や質がプラットフォーム自体の価値に直結するため、投稿者に対するイン

センティブ施策は不可欠だと思われる。 

一般的にコミュニティサイトが選択しているインセンティブ施策は、名声や精神的な満足

などの非金銭的な報酬や間接的な経済的利得（結果として金銭的メリットを得ることがあり

得る）を目的としたものが多く、ユーザーの内発的動機づけを高め、自主的にユーザーが活

発に行動することが前提となっていることが多い（ex.Facebook、yahoo!知恵袋、食べログ、

クックパッド等）。 

それに対して近年、ユーザーに金銭的な報酬を付与し、外発的動機を高めようとするプラ

ットフォームサービスが現われている(ex. 楽天レシピ、nanapi、ニコニコ動画、NAVER

まとめ等)。 

しかし、金銭インセンティブによってユーザーはそのサービスを使うメリット増す反面、

アンダーマイニング効果（内発的動機づけの低下）という負の影響が起こる可能性がある。 

そこで、本研究ではレシピサイトに注目し、金銭インセンティブがどの程度ユーザーにとっ

て重要なのか、金銭インセンティブによって、アンダーマインニング効果がどの程度起こる

のかを明らかにする。 

 

キーワード：レシピサイト、期待理論、内発的動機づけ、金銭インセンティブ 
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第１章 はじめに 

 

「売り手と買い手」や「投稿者と閲覧者」といった異なる 2 種類のユーザー・グループ

が存在するインターネットプラットフォームビジネスにおいて、ユーザー間の活発な行動

を促すためにはユーザーに対するインセンティブが必要である。特にコミュニティサイト

においては、投稿の量や質がプラットフォーム自体の価値に直結するため、投稿者に対す

るインセンティブ施策は不可欠だと思われる。 

一般的にコミュニティサイトが選択しているインセンティブ施策は、名声や精神的な満

足などの非金銭的な報酬や間接的な経済的利得（結果として金銭的メリットを得ることが

あり得る）を目的としたものが多く、ユーザーの内発的動機づけを高め、自主的にユーザ

ーが活発に行動することが前提となっていることが多い（ex.Facebook、yahoo!知恵袋、

食べログ、クックパッド等）。それに対して近年、ユーザーに金銭的な報酬を付与し、外発

的動機を高めようとするプラットフォームが現われている(ex. 楽天レシピ、nanapi、ニコ

ニコ動画、NAVER まとめ等)。しかし、金銭インセンティブによってユーザーはそのサー

ビスを使うメリット増す反面、アンダーマイニング効果（内発的動機づけの低下）という

負の影響が起こる可能性がある。 

そこで本研究は、本研究ではレシピサイトに注目し、金銭インセンティブ導入サービス

である楽天レシピと非金銭インセンティブ導入サービスであるクックパッドを比較するこ

とで、金銭インセンティブによるアンダーマインニング効果がどの程度起こるのか、金銭

インセンティブがどの程度ユーザーにとって重要なのか、を明らかにする。 

本研究では仮説検証型の研究方法を取っていく。期待理論と内発的動機づけ理論をもと

に、レシピサイトにおけるモチベーションに関連する仮説を構築し、それを検証するため

に、ユーザーに対するアンケート調査を行う。 
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第２章 先行研究 

 

コミュニティサイトには主に①投稿者と②閲覧者（コメント投稿者を含む）がいるが、

これらのユーザーに対するモチベーションに関する実証研究は知る限りでは存在せず、コ

ミュニティサイトにおけるモチベーション理論が未確立である。そこで、本研究では組織

におけるモチベーション理論を援用することにする。具体的には期待理論と内発的動機づ

け理論に着目する。 

 

第１節 期待理論 

期待理論は現在最も有効だとされるモティベーション・パラダイムであるといわれてい

る(桑田・田尾, 1998)。期待理論は(Vroom, 1964)によって提唱され、彼はモチベーション

を(1)期待(expectancy)と(2)誘意性(valence)の積の関数として定式化した。Vroom の期待

モデルは Porter=Lawler(1968)の期待モデルへと継承、展開されていき、さらに

Lawler(1971)による期待モデルに至って一応完成をみることになるのである(坂下, 1985)。

本研究では、Lawler(1971)の期待理論最終モデルをベースにする。 

 

図表 1 Lawler の期待理論最終モデル 

 
出所：Lawler(1971) 

 

期待モチベーションは∑[(E→P)∑(P→O)(V)]として定義されている。(E…Effort・投入

される努力、P…Performance・業績、O…Outcome・結果、V…Valence・結果の誘意性)

それまで Vroom や Porter=Lawler の期待理論と比べて、より数学的に明示化した理論と

なっている。 

 まず(E→P)とは、「人が一定レベルの遂行に努力を投入するなら、そのレベルの業績が

可能である確率に関する彼の確信」と定義される。つまり、努力が意図どおりに業績に繋

がるかの主観確率を意味し、確実に繋がる場合を示す１から、確実に繋がらない場合を示

す０までの間の値をとる。 

次に(P→O)とは、意図したレベルの業績が、結果に繋がるかの主観確率を意味する。業

績が結果に確実に繋がる場合を示す１から、確実に繋がらない場合を示す０までの間の値

をとる。 
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そして、(V)とは、そうした結果の誘意性であり、１（非常に望ましい）から、－１（非

常に望ましくない）の間の値をとる。 

 このような様々な要因によって規定された期待型モチベーションは、「努力」を規定する。

この２者の関係は直接的であるが、その次の努力－業績の関係は「能力」と「問題解決の

アプローチ」といった他の要因が入るため、不完全な関係ということを明示するために波

線で書かれている。業績－報酬の関係も、完全な成果報酬制度を導入することは不可能で

あることからも、不完全な関係であり、波線で書かれている。最後に、報酬がその個人に

とって満足なものであれば、誘意性(V)に正のフィードバックループが、満足しなければ負

のフィードバックループが影響し、欠勤や離職等の行動変数に繋がる。業績や業績－報酬

もフィードバックループがあり、それぞれ(E→P)、(P→O)を規定する。 

 

第２節 内発的動機づけ理論 

金銭インセンティブによるモチベーションの変化に関して、当初持っていた内発的動機

づけが物質的な外的報酬を与えることによって低下する現象（アンダーマイニング効果）、

そして言語報酬などの外的要因が逆に内発的動機づけを高める現象（エンハンシング効果）

がある（鹿毛, 1995）。 

 内発的動機づけ研究でのアンダーマイニング効果とエンハンシング効果が起こる要因と

して、Deci & Ryan(2002)は自己決定理論において，①自律性への欲求（need for 

autonomy）、②有能さへの欲求（need for competence）、③関係性への欲求（need for 

relatedness)に焦点を当てて説明した。そしてそれらに影響を与える外的要因には、制御

的側面と情報的側面を持っており、それが内発的動機づけに負の影響を与える場合はアン

ダーマイニング効果が起こり、正の影響を与える場合はエンハンシング効果が起こる。 
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第３章 研究対象と事例 

第１節 研究対象 

本研究では、コミュニティサイトを対象とする。本研究におけるコミュニティサイトと

は、「同じような関心を持っている人がインターネット上で集まる場」(根来, 2008)のこと

である。コミュニティサイトの特徴として、①投稿者（書き込み者や開発者も含む）がい

なければ成り立たない②投稿者側は閲覧者側よりも大きな労力をかけるということがある。

このような特徴からプラットフォーム利用者へのインセンティブ施策を研究する上で、研

究対象としてコミュニティサイトは適していると考える。 

そして、その中でもレシピサイトの上位２サービス、楽天レシピとクックパッドを研究

事例とする。理由は２点ある。 

１つ目は、レシピサイトは典型的なコミュニティサイトの事例と言えるからである。Ｓ

ＮＳ、ブログ、動画サイト、検索まとめ、のような投稿者の目的が汎用サービスに比べて、

レシピサイトのような専用サービスのほうが、前述コミュニティサイトの特性である「特

定の関心を持って使う」典型であるといえる。 

２つ目は、レシピサイトは精度の高い測定が行える条件が整っていることにある。楽天

レシピとクックパッドはプラットフォーム構造が似ており比較が容易なこと、後発の楽天

レシピもサービスリリースから２年以上経過しておりデータが集まっていること、楽天レ

シピ、クックパッド共に投稿者数が多いためアンケート調査が容易であること。これらの

条件からレシピサイトを研究事例として選定した。 

 

図表 2 媒介型プラットフォーム区分 

 
出所：根来(2008) 
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第２節 レシピサイトの変遷 

インターネットが登場する前からも、テレビや雑誌など他の媒体を通じてレシピを提供

するものは多く存在していた。主婦が家族に対して料理をする機会が多い日本において、

レシピを提供するコンテンツは人気がある。しかしインターネットが存在する以前は、料

理の専門家がレシピを提供するのが一般的であった。 

日本で最初のユーザー投稿型のレシピサイトは 1998 年 3 月に開設された料理レシピの

検索・投稿インターネットサイトである「kitchen@coin」（クックパッドの前身）と言わ

れている。これは料理の専門家ではなく、一般ユーザーがメインで料理レシピを投稿、閲

覧するサービスである。 

その後、大手インターネットサイト、yahoo!,goo,excite!等が参入、他媒体で料理コンテ

ンツを提供していたキューピー3 分クッキングや雑誌レタスクラブが自社サイトを立ち上

げ、食品会社の味の素がレシピの大百科、キッコーマンがホームクッキングレシピを立ち

上げるなど様々なサイトが存在するようになったが、先発サービスであるクックパッドが

レシピ数やユーザー数で現在に至るまで常に首位をキープしている。 

 

第３節 クックパッド 

2012 年 12 月現在、20〜30 代女性の 8～9 割が利用する日本最大の料理サイトで、1998

年に料理レシピの投稿・検索サービスとしてスタートした今までに投稿されたレシピの総

数は 130 万品以上、月間 2,000 万人のＵＵ数(ウェブサイト、またはウェブサイト内の特

定のページを訪問した人の数)を誇る。 

 クックパッドは投稿者に対して非金銭的なインセンティブを与えることで、自主的にレ

シピを投稿する仕組みを構築している。 

その代表的なインセンティブが、「つくれぽ」というレシピを作った感想を送るシステ

ムである。一般的に、主婦が家事をすることは当たり前とされる文化が少なからずあり、

褒められる機会が少ない。そこで、つくれぽによるフィードバックをもらうことで、レシ

ピを投稿することのやりがいや、周りに対する貢献への実感が得られ、またレシピを投稿

するモチベーションとなるのである。 

 また１レシピあたりつくれぽが１０個ついた際と１００個ついた際に、話題のレシピと

してトップページに掲載される。さらに１０００個ついたレシピは、殿堂入りレシピとし

て認定される。 

 さらにつくれぽ以外にも、マイページ上でアクセス数や印刷された数、My フォルダに

登録された数が表示出来る。これらの指標がある一定数を超えたときや、人気検索にラン

クインした際には、お知らせの機能でその出来事が報告される。 
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第４節 楽天レシピ 

料理レシピの投稿・検索サービスとして２０１０年１０月にスタート。現在レシピ数は

５０万品以上、ＵＵ数はクックパッドの 40％程度（ネットレイティング社調べ）である。

レシピ数５０万品をスタートから約１年９か月という驚異のスピードで達成しており、勢

いのあるサービスである。 

楽天レシピはクックパッドのプラットフォーム構造を模倣しており、補完業者（プラッ

トフォーム企業の製品・サービスと一緒になって価値を実現する、あるいはプラットフォ

ーム企業の製品・サービスの価値を高める製品・サービスを提供する企業）やユーザーの

行動様式もほぼ同じである。その構造に金銭インセンティブを導入している。大きく分け

て３種類の金銭インセンティブがあり①レシピ１回投稿あたり５０ポイント②つくったよ

レポート１回投稿あたりに１０ポイント、レシピ投稿者にも１０ポイント③レシピ投稿に

関連するアフィリエイトを貼り、それ経由で商品を買ったユーザーがいればアフィリエイ

ト報酬に応じたポイントという仕組みになっている。 

結果として、楽天レシピは後発でありながらレシピ投稿の増加量においてクックパッド

に追い抜いた。（2012 年 5 月時点 クックパッド…約 1 万品/月、楽天レシピ 2.5 万品/月) 

しかし楽天レシピリリース当初は、ＵＵ数においてクックパッドを追い抜く可能性を感

じられたが、現在は伸びも止まり、クックパッドとの差は開いたままの状態になっている。 
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第４章 仮説の導入 

第１節 仮説の導入 

 本研究では、まず、期待理論を基にしたレシピサイトユーザーのモチベーション行動と

影響の仮説モデルを構築する。(E→P)期待、(P→O)(V)、努力の３要素をレシピサイト

に合わせて構築している。ここで、努力 E は「頑張ってレシピを作成すること」、業績 P

は「つくったよレポート/つくれぽ（以下、楽天レシピのつくったよレポートと、クックパ

ッドのつくれぽの両方を言及する際、つくれぽと総称する）」、結果 O は「金銭・充実感・

貢献心1」と設定した。 

次に、内発的動機づけ理論も含めた、投稿者に対する金銭インセンティブが導入される

ことによる影響を考慮した仮説を構築する。 

 

図表 3 仮説構築図 

 
出所：筆者作成 

 

第２節 仮説構築 

レシピサイトユーザーのモチベーション行動と影響の仮説モデルに対して、金銭インセ

ンティブによる影響を検証する。金銭インセンティブ導入サービスが、非金銭インセンテ

ィブ導入サービスと比べてどのような違いがあるのかと、金銭インセンティブ導入サービ

スにおけるユーザーの特性を検証する。楽天レシピとクックパッドの比較に関する仮説を

４つ、楽天レシピユーザーだけでの比較に関する仮説を２つの計６つを設定している。以

下、各仮説項目に関して順に説明する。 

 

[仮説①]楽天レシピはクックパッドに比べて、ユーザーの(E→P)期待に有意な差はない 

金銭インセンティブに影響を与えるのは、(P→O)期待と誘意性(V)であり、(E→P)期待

                                                  
1
他者に貢献したいという欲求を本研究では「貢献心」と名付けた 
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には直接影響を与えないという想定の下、仮説①を置いた。ちなみに、マクロ的なデータ

からは、閲覧数はクックパッドのほうが多くつき、つくれぽ数は、両サービスで同程度つ

く。「頑張ってレシピを投稿すればその分つくれぽが期待できるか」という項目のアンケー

ト調査をユーザーに行い、楽天レシピユーザーとクックパッドユーザーで値を比較する。 

 

[仮説②]楽天レシピはクックパッドに比べて、内発的動機づけ要因（充実感や貢献心）の

(P→O)(V)の値が低い 

アンダーマイニング効果により、金銭インセンティブを導入している楽天レシピは金銭

インセンティブを導入していないクックパッドに比べて、内発的動機づけ要因が低下する

ことが想定される。誘意性(V)単体ではなく、(P→O)期待と誘意性(V)の積の値で楽天レシ

ピユーザーとクックパッドユーザーの比較を行う。(P→O)期待も含める理由は、アンダー

マインイング効果は誘意性(V)だけでなく、業績（つくれぽが得られること）が内発的動機

づけ要因（充実感や貢献心）に繋がる期待も低下させてしまうことが想定されるからであ

る。「つくれぽが得られたらその分、充実感/貢献心が得られるか」という項目と「充実感/

貢献心はどの程度重要か」という項目のアンケート調査をユーザーに行い、楽天レシピと

クックパッドで両項目の積の値を比較する。 

 

[仮説③]楽天レシピはクックパッドに比べて、ユーザーのレシピ作成時間が短い 

楽天レシピの金銭インセンティブの構造を見ると、どのレシピ品目に対しても、そして

最低限のルールを守ったレシピであれば、レシピを投稿したユーザーは５０ポイントを享

受できる。このような状況下において、ユーザーは、レシピ作成時間の短くて済む簡単な

レシピや、レシピ作成時間がかかるものの作成時間短縮をしたいというモチベーションが

働くことが想定される。アンケート調査から、楽天レシピユーザーとクックパッドユーザ

ーのレシピ作成時間を比較する。 

 

[仮説④]楽天レシピにおいて、ユーザーは金銭の(P→O)(V)値よりも充実感や貢献心の(P→

O)(V)値のほうが高い 

ユーザーがレシピサイトにレシピを投稿する理由として最も挙げられるのが、普段の料

理を含めた家事では感じることのない充実感、そして自分のレシピが人々の役に立ってい

るという貢献への実感であり、これらがユーザーのレシピ投稿モチベーションがメインに

なっていると想定している。つまり、金銭インセンティブはそれらのサブであり、金銭に

繋がる(P→O)期待と誘意性(V)の積の値は、充実感に繋がる(P→O)期待と誘意性(V)や、貢

献心に繋がる(P→O)期待と誘意性(V)を超すことはないと想定している。「つくったよレポ

ートが得られたらその分、金銭/充実感/貢献心が得られるか」という項目と「金銭/充実感/

貢献心はどの程度重要か」という項目のアンケート調査をユーザーに行い、それぞれの値

を比較する。 

 

[仮説⑤]楽天レシピにおいて、金銭への(P→O)(V)値が高いユーザーは値が低いユーザーに

比べて、レシピ作成時間が短い 

金銭への(P→O)(V)値が高いユーザーほど、より早く金銭を得たいというモチベーションが

高くなることが想定される。「つくったよレポートが得られたらその分、金銭/充実感/貢献
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心が得られるか」という項目と「金銭/充実感/貢献心はどの程度重要か」 

という項目のアンケート調査をユーザーに行い、金銭に関する(P→O)(V)値を金銭、充実感、

貢献心の３つの(P→O)(V)の和で割った割合が高いユーザー半数と低いユーザー半数を分

け、その２ユーザーのレシピ作成時間に関する項目の値を比較する。 
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第５章 アンケート調査方法 

 

第１節 研究方法 

本研究では、楽天レシピユーザーとクックパッドユーザーにアンケート調査を行い、得

られた調査結果に統計的な分析を加える方法を取る。 

対象サンプルは、「楽天レシピとクックパッドの両サービスでレシピ投稿、つくれぽ投

稿経験があるユーザー」を併用ユーザー、「楽天レシピかクックパッド片方のみでレシピ投

稿、つくれぽ投稿経験あるユーザー」を専属ユーザーとした。 

また、対象サンプルの特性は、30 代女性に限定している。理由は、両サービスがターゲ

ット顧客とする層に多少違いがあるが、両サービスともに重視している性別・年齢層が、

30 代女性だからである。 

 

第２節 調査概要 

アンケートはネットリサーチ会社のネットアンケート使用し、2012 年 11 月 30 日(金)

～12 月 4 日(火)の期間で、前述のような条件のユーザーをサンプル対象とした。 

結果、１０７名の回答が得られ、有効回答１０４名をサンプル対象とする。サンプル対

象として除いた３名は、期待理論に関する質問項目（後述する[質問８]～[質問１１]）にお

いて、回答がすべて[1]だったユーザーとすべて[5]だったユーザーである。これらは明らか

に、無効な回答である認識した。 

ユーザーを楽天レシピ派かクックパッド派か、専属か併用かで、以下のような 4 種類の

セルで分けている。 

[セル１]楽天専属ユーザー…楽天レシピのみで閲覧、レシピ投稿、つくったよレポート投

稿経験のあるユーザー 

[セル２]楽天併用ユーザー…楽天レシピをメインで使用しており、両方サービスで閲覧、

レシピ投稿、つくれぽ投稿経験のあるユーザー 

[セル３]クックパッド併用ユーザー…クックパッドをメインで使用しており、両方サービ

スで閲覧、レシピ投稿、つくれぽ投稿経験のあるユーザー 

[セル４]クックパッド専属ユーザー…クックパッドのみで閲覧、レシピ投稿、つくれぽ投

稿経験のあるユーザー 

その結果、[セル１]33 名[セル２]17 名[セル３]22 名[セル４]32 名となった。この４種類

のユーザーに対して、以下のような質問を行った。楽天専属ユーザーと楽天併用ユーザー

には楽天レシピに関する質問を、クックパッド併用ユーザーとクックパッド専属ユーザー

にはクックパッドに関する質問を行った。 
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図表 4 ４セルの分類 

 
 

図表 5 ４セルの分岐構成 
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第６章 仮説検証 

第１節 仮説検証方法  

[仮説①]楽天レシピはクックパッドに比べて、ユーザーの(E→P)期待に有意な

差はない 
この仮説を検証するために、 [Ｑ８]：「頑張って【 楽天レシピ/クックパッド 】にレ

シピを投稿すれば、その分多く【つくったよレポート数/つくれぽ数】がつくと期待できま

すか？」の質問項目を使う。この質問項目は、全サンプルが回答した。 

 回答項目は、[1]全く期待できない、[2]少しだけ期待できる、[3]まあまあ期待できる、

[4]かなり期待できる、[5]ほぼ確実となっている。[1]の回答者を１、[2]の回答者を２、[3]

の回答者を３、[4]の回答者を４、[5]の回答者を５、として測定した。これらの平均値に関

して、楽天レシピ専属ユーザーとクックパッド専属ユーザー、楽天レシピ併用ユーザーと

クックパッド併用ユーザーに分けて差の検定を行う。 

 そして、[仮説①]を[作業仮説①－１]「楽天レシピ専属ユーザーの(E→P)期待とクックパ

ッド専属ユーザーの(E→P)期待に差はない」と[作業仮説①－２]「楽天レシピ併用ユーザ

ーの(E→P)期待とクックパッド併用ユーザーの(E→P)期待に差はない」と分解する。 

 

[仮説②]楽天レシピはクックパッドに比べて、ユーザーの内的動機付け要因（充

実感や貢献心）の(P→O)(V)の値が低い 
この仮説を検証するために、 [Ｑ９]：「【楽天レシピ/クックパッド】でレシピ投稿後に【つ

くったよレポート/つくれぽ】が得られたらその分以下の項目（金銭/充実感/貢献心）はど

れぐらい期待できますか？」と[Ｑ１０]「あなたにとって【 楽天レシピ/クックパッド 】

を使う上で、以下の項目はどの程度重要ですか？」の質問項目を使う。この質問項目は、

全サンプルが回答した。 

 回答項目は、[Ｑ９]に関しては、[1]全く期待できない、[2]少しだけ期待できる、[3]まあ

まあ期待できる、[4]かなり期待できる、[5]ほぼ確実、[Ｑ１０]に関しては、[1]全く重要で

はない、[2]少し重要、[3]まあまあ重要、[4]かなり重要、[5]きわめて重要となっている。 

[1]の回答者を１、[2]の回答者を２、[3]の回答者を３、[4]の回答者を４、[5]の回答者を

５、として測定した。これらの楽天レシピユーザー（Ｑ9 充実感）×（Ｑ10 充実感）と、

クックパッドユーザー（Ｑ9 充実感）×（Ｑ10 充実感）の比較、楽天レシピユーザー（Ｑ

9 貢献心）×（Ｑ10 貢献心）とクックパッドユーザー（Ｑ9 貢献心）×（Ｑ10 貢献心）の

比較を行う。 

楽天レシピ専属ユーザーとクックパッド専属ユーザー、楽天レシピ併用ユーザーとクッ

クパッド併用ユーザーに分け、そして充実感に関する比較と貢献心に関する比較を、平均

値の差の検定を行う。 

 そして、[仮説②]を[作業仮説②－１－１]「楽天レシピの専属ユーザーの充実感に関する

(P→O)(V)の値はクックパッド専属ユーザーの充実感に関する(P→O)(V)の値よりも低い」、

[作業仮説②－１－２]「楽天レシピの併用ユーザーの充実感に関する(P→O)(V)の値はクッ

クパッド併用ユーザーの充実感に関する(P→O)(V)の値よりも低い」、[作業仮説②－２－

１]「楽天レシピの専属ユーザーの貢献心に関する(P→O)(V)の値はクックパッド専属ユー
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ザーの貢献心に関する(P→O)(V)の値よりも低い」と[作業仮説②－２－２]「楽天レシピの

併用ユーザーの貢献心に関する(P→O)(V)の値はクックパッド併用ユーザーの貢献心に関

する(P→O)(V)の値よりも低い」と分解する。 

 

[仮説③]楽天レシピはクックパッドに比べて、ユーザーのレシピ作成時間が短

い 
この仮説を検証するために、 [Ｑ６]：「【 楽天レシピ/クックパッド 】にレシピを 1

回作成するのにどれぐらい時間をかけますか？（料理の時間は除く）」の質問項目を使う。

この質問項目は、全サンプルが回答した。 

 回答項目は、[1]10 分未満、[2]10 分～30 分未満、[3]30 分～1 時間未満、[4]1 時間～2

時間未満、[5]2 時間以上となっている。[1]の回答者を５分、[2]の回答者を２０分、[3]の

回答者を４５分、[4]の回答者を９０分、[5]の回答者を１５０分、として測定した。これら

の平均値に関して、楽天レシピ専属ユーザーとクックパッド専属ユーザー、楽天レシピ併

用ユーザーとクックパッド併用ユーザーに分けて差の検定を行った。 

 そして、[仮説③]を[作業仮説③－１]「楽天レシピ専属ユーザーのレシピ作成時間のほう

がクックパッド専属ユーザーのレシピ作成時間よりも短い」と[作業仮説③－２]「楽天レ

シピ併用ユーザーのレシピ作成時間のほうがクックパッド併用ユーザーのレシピ作成時間

よりも短い」と分解する。 

 

[仮説④]楽天レシピにおいて、ユーザーは金銭の(P→O)(V)よりも充実感や貢献

心の(P→O)(V)値のほうがが高い 
 この仮説を検証するために、 [Ｑ９]：「【 楽天レシピ 】でレシピ投稿後に【 つく

ったよレポート 】が得られたらその分以下の項目（金銭/充実感/貢献心）はどれぐらい

期待できますか？」と[Ｑ１０]「あなたにとって【 楽天レシピ 】を使う上で、以下の

項目（金銭/充実感/貢献心）はどの程度重要ですか？」の質問項目を使う。この質問項目

は、楽天レシピユーザーの全サンプルが回答した。 

回答項目は、[Ｑ９]に関しては、[1]全く期待できない、[2]少しだけ期待できる、[3]まあ

まあ期待できる、[4]かなり期待できる、[5]ほぼ確実、[Ｑ１０]に関しては、[1]全く重要で

はない、[2]少し重要、[3]まあまあ重要、[4]かなり重要、[5]きわめて重要となっている。 

[1]の回答者を１、[2]の回答者を２、[3]の回答者を３、[4]の回答者を４、[5]の回答者を５、

として測定した。 

これらの値を使って、（Ｑ9 金銭）×（Ｑ10 金銭）、（Ｑ9 充実感）×（Ｑ10 充実感）、 

（Ｑ9 貢献心）×（Ｑ10 貢献心）の値を比較する。楽天レシピユーザーの全サンプルを使

って、平均値の差の検定を行った。 

 そして、[仮説④]を[作業仮説④－１]「楽天レシピユーザーの金銭に関する(P→O)(V)の

値は充実感に関する(P→O)(V)の値よりも低い」と[作業仮説④－２]「楽天レシピユーザー

の金銭に関する(P→O)(V)の値は貢献心に関する(P→O)(V)の値よりも低い」と分解する。 

 

[仮説⑤]楽天レシピにおいて、金銭への(P→O)(V)の値が高いユーザーは値が低

いユーザーに比べて、レシピ作成時間が短い 
 この仮説を検証するために、 [Ｑ９]：「【 楽天レシピ 】でレシピ投稿後に【 つくっ
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たよレポート 】が得られたらその分以下の項目（金銭/充実感/貢献心）はどれぐらい期

待できますか？」と[Ｑ１０]「あなたにとって【 楽天レシピ 】を使う上で、以下の項

目（金銭/充実感/貢献心）はどの程度重要ですか？」の質問項目を使う。この質問項目は、

楽天レシピユーザーの全サンプルが回答した。回答項目は、[Ｑ９]に関しては、[1]全く期

待できない、[2]少しだけ期待できる、[3]まあまあ期待できる、[4]かなり期待できる、[5]

ほぼ確実、[Ｑ１０]に関しては、[1]全く重要ではない、[2]少し重要、[3]まあまあ重要、[4]

かなり重要、[5]きわめて重要となっている。 

[1]の回答者を１、[2]の回答者を２、[3]の回答者を３、[4]の回答者を４、[5]の回答者を５、

として測定した。 

これらの値を使って、｛（Ｑ9 金銭）×（Ｑ10 金銭）｝÷｛（Ｑ9 金銭）×（Ｑ10 金銭）＋

（Ｑ9 充実感）×（Ｑ10 充実感）＋（Ｑ9 金銭）×（Ｑ10 金銭）｝を計算。その値の上位

半数を金銭への(P→O)(V)の値が高いユーザー、下位半数を金銭への(P→O)(V)の値が低い

ユーザーとした。 

そして、この２グループに関して、レシピ作成時間の比較を行う。[Ｑ６]：「【 楽天レ

シピ 】にレシピを 1 回作成するのにどれぐらい時間をかけますか？（料理の時間は除く）」

の質問項目を使う。この質問項目も、楽天レシピユーザーの全サンプルが回答した。 

 回答項目は、[1]10 分未満、[2]10 分～30 分未満、[3]30 分～1 時間未満、[4]1 時間～2

時間未満、[5]2 時間以上となっている。[1]の回答者を５分、[2]の回答者を２０分、[3]の

回答者を４５分、[4]の回答者を９０分、[5]の回答者を１５０分、として測定した。 

金銭への(P→O)(V)の値が高いユーザーと値が低いユーザーで平均値の差の検定を行っ

た。 

[作業仮説⑤]「楽天レシピにおいて、金銭への(P→O)(V)の値が高いユーザーは値が低いユ

ーザーに比べて、レシピ作成時間が短い」とした。 
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第２節 検証結果 

 
[仮説①] 結果 
[作業仮説①－１]楽天レシピ専属ユーザーの(E→P)期待とクックパッド専属ユーザーの(E

→P)期待に差はない 

[作業仮説①－２]楽天レシピ併用ユーザーの(E→P)期待とクックパッド併用ユーザーの(E

→P)期待に差はない 

 

この仮説を検証するために、一元配置分析を行い、４種類のユーザーの(E→P)期待の平均

値を検定した。 

 

帰無仮説 H₀：μ μ  

対立仮説 H₁：μ μ  

 

帰無仮説 H₀：μ μ  

対立仮説 H₁：μ μ  

 

μ 楽天レシピ専属ユーザーにおける(E→P)期待の平均値 

μ 楽天レシピ併用ユーザーにおける(E→P)期待の平均値 

μ クックパッド併用ユーザーにおける(E→P)期待の平均値 

μ 楽天レシピ専属ユーザーにおける(E→P)期待の平均値 

有意水準α=5% 

 

図表 6 セル 1~4 記述統計 
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図表 7 等分散性の検定結果 

 
図表 8 分散分析結果 

 

図表 9 多重比較結果 

 

■専属ユーザー比較 

有意確率 0.255＞有意水準 0.05 より、帰無仮説 H₀は採択。 

■併用ユーザー比較 

有意確率 0.515＞有意水準 0.05 より、帰無仮説 H₀は採択。 

 

以上の結果より、[作業仮説①－１]において、帰無仮説 H₀は棄却出来ない。つまり仮説は

支持されない。[作業仮説①－２]において、帰無仮説 H₀は棄却出来ない。つまり仮説は支

持されない。 
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[仮説②] 結果 
[作業仮説②－１－１]楽天レシピの専属ユーザーの充実感に関する(P→O)(V)の値はクッ

クパッド専属ユーザーの充実感に関する(P→O)(V)の値よりも低い 

[作業仮説②－１－２]楽天レシピの併用ユーザーの充実感に関する(P→O)(V)の値はクッ

クパッド併用ユーザーの充実感に関する(P→O)(V)の値よりも低い 

 

この仮説を検証するために、一元配置分析を行い、４種類のユーザーの充実感に関する(P

→O)(V)の平均値を検定した。 

 

帰無仮説 H₀：μ μ  

対立仮説 H₁：μ μ  

 

帰無仮説 H₀：μ μ  

対立仮説 H₁：μ μ  

 

μ 楽天レシピ専属ユーザーにおける充実感に関する(P→O)(V)の平均値 

μ 楽天レシピ併用ユーザーにおける充実感に関する(P→O)(V)の平均値 

μ クックパッド併用ユーザーにおける充実感に関する(P→O)(V)の平均値 

μ 楽天レシピ専属ユーザーにおける充実感に関する(P→O)(V)の平均値 

有意水準α=5% 

図表 10 セル 1~4 記述統計 
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図表 11 等分散性検定結果 

 

図表 12 分散分析結果 

 
図表 13 多重比較結果 

 
■専属ユーザー比較 

有意確率 0.456＞有意水準 0.05 より、帰無仮説 H₀は採択。 

■併用ユーザー比較 

有意確率 0.990＞有意水準 0.05 より、帰無仮説 H₀は採択。 

 

以上の結果より、[作業仮説②－１－１]において、帰無仮説 H₀は棄却出来ない。つまり仮

説は支持されない。[作業仮説②－１－２]において、帰無仮説 H₀は棄却出来ない。つまり

仮説は支持されない。 
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[作業仮説②－２－１]楽天レシピの専属ユーザーの貢献心に関する(P→O)(V)の値はクッ

クパッド専属ユーザーの貢献心に関する(P→O)(V)の値よりも低い 

[作業仮説②－２－２]楽天レシピの併用ユーザーの貢献心に関する(P→O)(V)の値はクッ

クパッド併用ユーザーの貢献心に関する(P→O)(V)の値よりも低い 

 

この仮説を検証するために、一元配置分析を行い、４種類のユーザーの貢献心に関する(P

→O)(V)の平均値を検定した。 

 

帰無仮説 H₀：μ μ  

対立仮説 H₁：μ μ  

 

帰無仮説 H₀：μ μ  

対立仮説 H₁：μ μ  

 

μ 楽天レシピ専属ユーザーにおける貢献心に関する(P→O)(V)の平均値 

μ 楽天レシピ併用ユーザーにおける貢献心に関する(P→O)(V)の平均値 

μ クックパッド併用ユーザーにおける貢献心に関する(P→O)(V)の平均値 

μ 楽天レシピ専属ユーザーにおける貢献心に関する(P→O)(V)の平均値 

有意水準α=5% 

 

図表 14 セル 1~4 記述統計 
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図表 15 等分散性の検定結果 

 
図表 16 分散分析結果 

 
図表 17 多重比較結果 

 

■専属ユーザー比較 

有意確率 0.250＞有意水準 0.05 より、帰無仮説 H₀は採択。 

■併用ユーザー比較 

有意確率 0.768＞有意水準 0.05 より、帰無仮説 H₀は採択。 

 

以上の結果より、[作業仮説④－２－１]において、帰無仮説 H₀は棄却出来ない。つまり仮

説は支持されない。[作業仮説④－２－２]において、帰無仮説 H₀は棄却出来ない。つまり

仮説は支持されない。 
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[仮説③] 結果 
[作業仮説③－１]楽天レシピ専属ユーザーのレシピ作成時間のほうがクックパッド専属ユ

ーザーのレシピ作成時間よりも短い 

[作業仮説③－２]楽天レシピ併用ユーザーのレシピ作成時間のほうがクックパッド併用ユ

ーザーのレシピ作成時間よりも短い 

 

この仮説を検証するために、一元配置分析を行い、４種類のユーザーのレシピ作成時間の

平均値を検定した。 

 

帰無仮説 H₀：μ μ  

対立仮説 H₁：μ μ  

 

帰無仮説 H₀：μ μ  

対立仮説 H₁：μ μ  

 

 

μ 楽天レシピ専属ユーザーにおけるレシピ作成時間の平均値 

μ 楽天レシピ併用ユーザーにおけるレシピ作成時間の平均値 

μ クックパッド併用ユーザーにおけるレシピ作成時間の平均値 

μ 楽天レシピ専属ユーザーにおけるレシピ作成時間の平均値 

有意水準α=5% 

 

図表 18 セル 1~4 の記述統計 
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図表 19 等分散性検定結果 

 
 

図表 20 分散分析結果 

 

 

図表 21 多重比較結果 

 
■専属ユーザー比較 

有意確率 0.000＜有意水準 0.05 より、帰無仮説 H₀は棄却。 

■併用ユーザー比較 

有意確率 0.997＞有意水準 0.05 より、帰無仮説 H₀は採択。 

 

以上の結果より、[作業仮説③－１]において、帰無仮説 H₀は棄却される。つまり仮説は支

持される。[作業仮説③－２]において、帰無仮説 H₀は棄却出来ない。つまり仮説は支持さ

れない。 
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[仮説④] 結果 
[作業仮説④－１]楽天レシピユーザーの金銭に関する(P→O)(V)値は充実感に関する(P→

O)(V)の値よりも低い 

[作業仮説④－２]楽天レシピユーザーの金銭に関する(P→O)(V)値は貢献心に関する(P→

O)(V)の値よりも低い 

 

この仮説を検証するために、一元配置分析を行い、３種類の誘意性(V)につながる(P→O)(V)

の平均値を検定した。 

 

帰無仮説 H₀：μ μ  

対立仮説 H₁：μ μ  

 

帰無仮説 H₀：μ μ  

対立仮説 H₁：μ μ  

 

 

μ 楽天レシピユーザーにおける金銭に関する(P→O)(V)の平均値 

μ 楽天レシピユーザーにおける充実感に関する(P→O)(V)の平均値 

μ クックパッドユーザーにおける貢献心に関する(P→O)(V)の平均値 

有意水準α=5% 

 

図表 22 楽天レシピユーザー ３種類の(P→O)(V)値の記述統計 
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図表 23 等分散性の検定結果 

 

 

図表 24 分散分析結果 

 

 

図表 25 多重比較結果 

 
 

■金銭と充実感の比較 

有意確率 0.001＜有意水準 0.05 より、帰無仮説 H₀は棄却。 

■金銭と貢献心の比較 

有意確率 0.000＜有意水準 0.05 より、帰無仮説 H₀は棄却。 

 

以上の結果より、[作業仮説④－１]において、帰無仮説 H₀は棄却した。しかし、金銭の値

のほうが充実感よりも有意に高かった。つまり仮説は支持されない。[作業仮説④－２]に

おいて、帰無仮説 H₀は棄却した。しかし、金銭の値のほうが貢献心よりも有意に高かっ

た。つまり仮説は支持されない。 
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[仮説⑤] 結果 
[作業仮説⑤]楽天レシピにおいて、金銭への(P→O)(V)の値が高いユーザーは値が低いユー

ザーに比べて、レシピ作成時間が短い 

 

この仮説を検証するためにｔ検定を行い、レシピ作成時間の平均値を検定した。 

 

帰無仮説 H₀：μ μ  

対立仮説 H₁：μ μ  

 

μ ユーザーにおけるレシピ作成時間の平均値 

μ ユーザーにおけるレシピ作成時間の平均値 

有意水準α=5% 

 

図表 26 楽天レシピユーザー 金銭の誘意性が高いユーザーと低いユーザーの統計

量 

 

 

図表 27 独立サンプルの検定結果 

 
有意確率 0.035＜有意水準 0.05 より、帰無仮説 H₀は棄却。 

 

以上の結果より、[作業仮説⑥]において、帰無仮説 H₀は棄却した。つまり、仮説は支持さ

れる。 
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全結果 
以上の結果より、全結果をまとめたものが図表 28 となる。 

 

図表 28 仮説検定結果一覧 
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第７章 まとめ 

 

本研究では、レシピサイトユーザーにおいて、金銭インセンティブによるアンダーマイ

ンニング効果がどの程度起こるのか、金銭インセンティブがどの程度ユーザーにとって重

要なのか、を明らかにすることを目的とした。具体的には、金銭インセンティブが存在す

る楽天レシピとそれが存在しないクックパッドを比較するために、ユーザーに対するアン

ケート調査を実施し、主に期待理論に基づく仮説検証を行った。 

第 1 に、金銭インセンティブにより、ユーザーのレシピ作成時間は短くなることが明ら

かになった。楽天レシピユーザーとクックパッドユーザーのレシピ作成時間を比較した結

果、楽天レシピユーザーのほうが有意に短いことが確認された。また、楽天レシピユーザ

ーにおいて、金銭の誘意性（(P→O)(V)値）が高いユーザー群と、金銭の誘意性が低いユー

ザー群のレシピ作成時間を比較した結果、金銭への誘意性が高いユーザーのほうが、レシ

ピ作成時間が有意に短いことが確認された。 

第 2 に、金銭インセンティブが必ずしもアンダーマイニング効果を引き起こすとは限ら

ないことが明らかとなった。楽天レシピユーザーとクックパッドユーザーの内発的動機づ

け要因を比較した結果、両者の値に差は見られない。つまり、楽天レシピユーザーにアン

ダーマイニング効果が起こっているとは言えない。 

第 3 に、充実感や貢献心といった内発的動機づけ要因よりも、金銭という外発的報酬の

ほうがユーザーにとっての誘意性が高くなることが明らかとなった。楽天レシピユーザー

の金銭、充実感、貢献心という３つの誘意性（(P→O)(V)値）を比較した結果、金銭の誘意

性が最も高いことが確認された。 

 一方で本研究の限界として以下が考えられる。レシピサイトユーザーのモチベーション

に関して、期待理論を援用したが、(E→P)期待、(P→O)期待、誘意性(V)が「努力 E」に

どの程度影響を与えているかに関しての検証を行っていない点。また、努力 E や業績 P の

代理指標に関して、努力 E を「頑張ってレシピを作成すること」、業績 P を「つくれぽが

得られること」と設定したが、この代理指標の非網羅性が挙げられる。 
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